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はじめに 
 

阪神東部(猪名川流域圏)地域総合治水推進計画(以下、｢推進計画｣という。)は、

猪名川、神崎川、庄下川等の兵庫県域の淀川水系河川の流域からなる阪神東部地

域において、総合治水条例第7条に基づき、国、県、市町及び県民の連携の下、

総合治水に資する施策を計画的に進めるため、｢総合治水の基本的な目標｣｢総合

治水の推進に関する基本的な方針｣｢河川下水道対策｣｢流域対策｣｢減災対策｣等に

ついて定めたものである。 

なお、猪名川流域では、高度経済成長期の急激な都市化に対応するため、昭和

50年代から｢猪名川流域整備計画｣の下、国、大阪府及び府域の市町とも連携して

総合治水に取り組んできた経緯がある。そのため、推進計画策定に際しては、引

き続き猪名川流域整備計画に定めた各取組を継続するとともに、総合治水条例に

定めた施策において、これらの充実を図るものとする。 
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１ 計画地域の概要 

（１）計画地域の概要 

阪神東部地域(以下｢計画地域｣という。)は、尼崎市、伊丹市、宝塚市、川西

市及び猪名川町における淀川
よどがわ

水系(猪名川、神崎川
かんざきがわ

等)の流域並びにその他海域

への直接放流域とする。 

北摂山地とその麓に位置する計画地域の上流域※1は、その大部分が猪名川渓

谷県立自然公園に指定され、豊かな自然環境が残る。その一方で、住宅地やゴ

ルフ場開発等、高度経済成長以降、土地利用の転換が進む箇所も見受けられる。

上流域の中央には、一級河川淀川水系に属する猪名川が流れており、丹波
た ん ば

山地

の大野山(兵庫県川辺郡猪名川町・標高754m)に源を発し、槻並川
つくなみがわ

、一庫
ひとくら

大路次
お お ろ じ

川
がわ

、塩川
しおかわ

等の多くの支川を合わせて渓谷を南流する。 

伊丹台地を基盤とする中流域※2は、住宅地や大小の工場等が数多く立地する

他、大阪国際空港、中国縦貫自動車道、東海道山陽新幹線等の広域的な交通網

が集中している。上流域から続く猪名川は、その川幅を拡大し、駄六川
だ ろ く か わ

等の支

川を合わせ、藻川
も が わ

に分派しながら神崎川へと合流する。 

尼崎平野に位置する下流域※3は、中核市尼崎市を中心として都市施設・住

宅・商業施設・工場等の集積が特に著しい。下流域を流れる神崎川や庄下川
しょうげがわ

等

の多くは直線的な河道形態となっており、都市河川の様相を呈している。また、

内水を排水するためのポンプが数多く設置されている他、庄下川や旧左門殿川
さ も ん ど が わ

では、潮位に応じて、河川水を他河川や海域にポンプ排水するといった低平地

特有の雨水処理方式をみることができる。 

 

 

 

※1 ｢上流域｣･･･ 猪名川県管理区間の流域(主として宝塚市、川西市、猪名川町域) 

※2 ｢中流域｣･･･ 猪名川国管理区間の流域(主として伊丹市域) 

※3 ｢下流域｣･･･ 神崎川、庄下川の流域、その他臨海部(主として尼崎市、伊丹市域)
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図） 計画地域図 

注）河川図は、国管理区間及び県管理区間を基本としている(以下、同じ)  
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表） 計画地域内の河川一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）河川名の( )書きは、計画地域外の河川を表す。  

出典）｢河川現況調書｣国土交通省 H14  

法河川延長 流域面積

河川名 (km) (km2) 関係市町 計画地域外の市町

猪名川 259.4 383.0
猪名川町,川西市,宝塚市,
伊丹市,尼崎市

能勢町,豊能町,箕面市,
池田市,豊中市,亀岡市

猪名川本川 43.2

槻並川 4.1 猪名川町 能勢町

阿古谷川 4.7 猪名川町

原川 1.6 猪名川町

野尻川 18.5 猪名川町,川西市,宝塚市

一庫・大路次川 87.1 猪名川町,川西市 能勢町,豊能町,亀岡市

一庫・大路次川 本川 28.8 猪名川町,川西市 能勢町,豊能町,亀岡市

(千ケ畑川) 1.7 亀岡市

(山辺川) 5.5 能勢町

(山田川) 7.0 能勢町

(山田川 本川) 4.7 能勢町

(長谷川) 2.3 能勢町

田尻川 35.5 川西市 能勢町,豊能町

田尻川 本川 24.2 川西市

野間川 8.5 川西市 能勢町

野間川 本川 5.1 川西市

(木野川) 1.9 能勢町

(大原川) 1.5 能勢町

黒川 1.2 川西市

(保ノ谷川) 0.6 豊能町

ガウナイ川 1.0 川西市 豊能町

初谷川 8.6 川西市 豊能町

芋生川 3.0 川西市,宝塚市

塩川 2.5 川西市 豊能町

前川 1.3 川西市,宝塚市

(余野川) 25.9 豊能町,箕面市,池田市

(余野川 本川) 16.0 豊能町,箕面市,池田市

(切畑川) 3.6 豊能町

(切畑川 本川) 2.0 豊能町

(石田川) 1.6 豊能町

(木代川) 1.9 豊能町

(北山川) 4.4 豊能町,箕面市

(北山川 本川) 2.8 豊能町,箕面市

(岩谷川) 0.4 箕面市

(いずま谷川) 0.3 豊能町,箕面市

(藤木川) 0.5 箕面市

(いぜん谷川) 0.4 箕面市

最明寺川 4.3 川西市,宝塚市

最明寺川 本川 2.7 川西市,宝塚市

寺畑前川 1.6 川西市,宝塚市

(神田川) 0.1 池田市

内川 0.5 伊丹市 池田市

箕面川 18.0 伊丹市 豊能町,箕面市,池田市

箕面川 本川 14.5 伊丹市 豊能町,箕面市,池田市

(茶長阪川) 1.2 箕面市

(石澄川) 2.3 箕面市,池田市

駄六川 3.3 川西市,宝塚市,伊丹市

空港川 1.8 伊丹市,尼崎市

藻川 4.8 伊丹市,尼崎市 豊中市

(千里川) 13.4 箕面市,豊中市

(千里川 本川) 10.7 箕面市,豊中市

(芋川) 1.1 箕面市

(箕面鍋田川) 1.6 箕面市

神崎川 30.7 46.7 伊丹市,尼崎市 豊中市

旧猪名川 1.8 尼崎市 豊中市

神崎川 2.5 尼崎市 豊中市

中島川 3.0 尼崎市

左門殿川 2.3 伊丹市,尼崎市

庄下川 21.1 伊丹市,尼崎市

庄下川 本川 6.5 伊丹市,尼崎市

富松川 2.8 伊丹市,尼崎市

昆陽川 9.5 伊丹市,尼崎市

昆陽川 本川 5.4 伊丹市,尼崎市

昆陽川捷水路 1.2 伊丹市,尼崎市

伊丹川 1.5 伊丹市,尼崎市

上坂部川 1.4 尼崎市

旧左門殿川 2.3 尼崎市
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① 地形・地質 

計画地域の地形は、北から丹波山地を一部含む北摂山地、猪名川低地、伊丹

段丘(台地)、尼崎平野に大別される。 

丹波山地は、兵庫県北東部から京都府中部にいたる高原状の山地で、東は比

良山地に接し、西は中国山地に続く。平均標高は約600mで、南部の一部が計画

地域に含まれる。 

北摂山地は、主に兵庫県南東部から大阪府北部、京都府南西部に広がる山地

で、丹波山地の南部を含む区域である 

猪名川低地は伊丹台地と池田・豊中台地の間に広がる猪名川沿いの平地部で、

ある。 

伊丹台地は、北摂山地の南麓から南へ舌状に延びる、東が高く西に低く傾く

形で隆起した傾動隆起の台地である。 

尼崎平野は、武庫川、猪名川の両河川が運ぶ土砂が堆積してできた沖積平野

部と、大阪湾の沿岸流による土砂が堆積してできた海岸平野部とからなってい

る。 

流域上流端から多田大橋付近にかけての地形勾配はおおよそ1/40～1/50、多

田大橋から県管理区間下流端までの平地部の地形勾配はおおよそ1/200、県管

理区間下流端から国管理区間下流端までの地形勾配はおおよそ1/500、国管理

区間下流端から河口付近までの地形勾配はおおよそ1/1400～1/1500である。 

尼崎平野のおおよそ国道2号よりも南側はいわゆるゼロメートル地帯となっ

ており、潮位が高い場合には川の水が自然に海に流れ出ない地形となっている。 

計画地域の地質は、主に丹波層群(古生層
こ せ い そ う

)・有馬層群(酸性火砕岩
か さ い が ん

)・花崗岩
か こ う が ん

類・大阪層群・段丘礫層の基盤岩類からなっている。計画地域の北部から西部

縁に酸性火砕岩が分布し、北端部に花崗岩類が分布している。古生層は計画地

域の中部に拡がり、その中に大阪層群が散在している。 

計画地域下流部は、伊丹段丘部は段丘礫層となっており、尼崎平野は、沖積

層である。 
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図） 計画地域の地形(標高) 

出典）｢国土数値情報 標高メッシュデータ｣国土交通省  

標高(m) 

丹波山地 

猪名川低地 

北摂山地 

千里山丘陵 

伊丹段丘 

尼崎平野 
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図） 計画地域の地質 

出典）｢20万分の1土地分類基本調査｣国土交通省を編集  



- 7 - 

② 土地利用 

計画地域の土地利用状況は、昭和20年頃は山林・田畑がほとんどであった。

昭和30年代から始まった我が国の高度経済成長は、大都市への人口集中を促進

し、猪名川流域も阪神間のベッドタウン化が急速に進んでいった。さらに、昭

和40年以降には流域上流部にも及ぶようになった。 

市街地面積は昭和51年以降増加し続けている。山地及び農地(水田と畑地の

合計)は昭和51年以降減少し続けている。ゴルフ場は、いわゆるバブル期の昭

和62年から平成3年の間に急増したが、平成18年から平成21年までの間は減少

している。こうしたことから、宅地等の市街地は増加傾向にあるものの、ゴル

フ場等の大規模開発は鎮静化していると考えられる。なお、計画地域において

現在進められている大規模開発としては、新名神高速道路が挙げられる。 

平成21年時点の土地利用状況は、山地が約53％、市街地が約33％、農地(水

田と畑地の合計)が約5％、ゴルフ場が約3％である。 

 

表） 計画地域内の土地利用別面積(平成21年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図） 計画地域内の土地利用割合の推移 

出典）｢国土数値情報 土地利用メッシュデータ｣国土交通省 

(単位：km2)

区分 猪名川町 川西市 宝塚市 伊丹市 尼崎市 区分 計 比率

水田 6.8 2.0 0.3 0.2 0.3 9.5 4.5%

畑地 0.1 0.4 0.1 0.1 0.0 0.7 0.3%

山地 76.2 25.3 10.1 0.2 0.1 111.9 52.7%

市街地 4.9 18.5 3.2 13.5 29.1 69.2 32.6%

水域 0.1 1.6 0.0 1.4 2.2 5.3 2.5%

ゴルフ場 1.5 3.3 1.9 0.0 0.0 6.7 3.2%

その他 0.9 2.4 0.6 3.0 2.2 9.1 4.3%

市町 計 90.5 53.4 16.2 18.4 33.9 212.4 100.0%
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